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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第32期

第２四半期累計期間
第31期

会計期間
自平成29年10月１日
至平成30年３月31日

自平成28年10月１日
至平成29年９月30日

売上高 （千円） 2,470,703 5,063,589

経常利益 （千円） 255,054 426,407

四半期（当期）純利益 （千円） 174,845 287,065

持分法を適用した場合の投資利益 （千円） － －

資本金 （千円） 411,037 407,832

発行済株式総数 （株） 2,101,600 2,082,800

純資産額 （千円） 1,573,550 1,496,527

総資産額 （千円） 2,507,497 2,438,910

１株当たり四半期（当期）純利益

金額
（円） 41.69 81.62

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） 40.86 75.73

１株当たり配当額 （円） － 50.00

自己資本比率 （％） 62.8 61.4

営業活動による

キャッシュ・フロー
（千円） 218,595 446,492

投資活動による

キャッシュ・フロー
（千円） △21,299 △19,086

財務活動による

キャッシュ・フロー
（千円） △134,576 313,619

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高
（千円） 1,486,493 1,423,774

 

回次
第32期

第２四半期会計期間

会計期間
自平成30年１月１日
至平成30年３月31日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 21.94

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移につい

ては記載しておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．持分法を適用した場合の投資利益については、当社は関連会社を有していないため記載しておりません。

４．当社は、第31期第２四半期累計期間については、四半期財務諸表を作成していないため、第31期第２四半期

累計期間に係る主要な経営指標等の推移については記載しておりません。

５．当社は平成29年９月20日に東京証券取引所ＪＡＳＤＡＱ（スタンダード）に上場したため、第31期の潜在株

式調整後１株当たり当期純利益金額は、新規上場日から平成29年９月期末までの平均株価を期中平均株価と

みなして算定しております。

６．当社は、平成29年５月12日付で普通株式１株につき100株の割合で、また、平成30年４月１日付で普通株式

１株につき２株の割合で株式分割を行っております。このため、第31期の期首に当該株式分割が行われたと

仮定して、１株当たり四半期（当期）純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額

を算定しております。
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２【事業の内容】

　当第２四半期累計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。また、主要な関係会

社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第２四半期累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載した

事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において当社が判断したものであります。なお、当社

は、前第２四半期累計期間については、四半期財務諸表を作成していないため、前年同四半期累計期間との比較分析

は行っておりません。

 

(1) 業績の状況

当第２四半期累計期間におけるわが国経済は、雇用・所得環境の改善が続く中で政府の各種政策の効果もあり、

景気は緩やかな回復基調が続いておりますが、人手不足の深刻化、海外経済の不確実性や金融資本市場の変動な

ど、依然として先行きは不透明な状況が続いております。

 

当社が属する情報サービス産業は、フィンテック・IoT・自動運転・AI・クラウド・ビッグデータ等の戦略的IT

投資案件が引き続き増加しており、投資需要は今後とも堅調に推移するものと見込まれます。

その一方、深刻な人手不足が続いており、民間調査会社が実施した人手不足に対する企業の動向調査の結果で

は、情報サービス業の７割を超える企業が正社員不足であると回答しており、「仕事は多いが人手不足で対応が厳

しい状況」との声も挙がっております。

 

このような状況のもと、当社は成長戦略である「事業基盤の確立」、「エンドユーザー取引の推進」、「ソ

リューション・ビジネス立上げ」を、全社一丸となり推進しております。

具体的には、当社の強みの最大化による事業拡大と提供する各種サービスの付加価値向上、生産性向上による利

益率向上を目指しております。

 

事業のサービスラインである「業務系システム開発」は、当社の最大の強みである金融系システム開発におい

て、高い金融系業務知識を持った技術者の育成により、新たな金融系案件の獲得と既存顧客との取引が拡大いたし

ました。また、金融系システム開発以外にも、製造系システム開発等の新規エンドユーザーを獲得いたしました。

これら取引拡大や新規案件など高付加価値案件の獲得に加え、生産性向上にも努めた結果、売上総利益率が向上

いたしました。

「基盤構築」は、「業務系システム開発」と連携したトータル受注による相乗効果が進み、売上高が順調に推移

しております。

「組込系開発」は、車載や医療関連案件を主体に受注拡大に取り組んでおります。

「ソリューション・ビジネス立上げ」は、RPA（業務自動化ロボット）ソリューション「WinActor」が「働き方

改革」の後押しも受けて多数の引き合いがあり、新たな受注を獲得いたしました。

 

以上の結果、当第２四半期累計期間における売上高は2,470,703千円、営業利益は255,408千円、経常利益は

255,054千円、四半期純利益は174,845千円となり、売上高経常利益率は10.3％を達成いたしました。

 

なお、当社は情報サービス事業並びにこれらの付帯業務の単一セグメントのため、セグメントごとの記載はして

おりません。
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当第２四半期累計期間における事業のサービスライン別の売上高を示すと、次のとおりであります。
 

事業のサービスライン 売上高（千円） 構成比（％）

業務系システム開発 1,968,547 79.7

基盤構築 278,142 11.3

組込系開発 178,072 7.2

ソリューション・商品等売上（注） 45,941 1.9

合　計 2,470,703 100.0

（注）当社では、当事業年度よりソリューション・ビジネスを立ち上げたため、前事業年度の事業のサー
ビスラインのうち「商品等売上」を「ソリューション・商品等売上」に変更いたしました。なお、
「ソリューション・商品等売上」は、前事業年度までの「商品等売上」の売上高と当事業年度から
の「ソリューション」の売上高の合算値であります。

 

(2) 財政状態の分析

（資産）

当第２四半期会計期間末における総資産は2,507,497千円となり、前事業年度末と比較して68,587千円の増加

となりました。これは主に、現金及び預金が62,719千円増加、保険積立金が12,757千円増加し、一方で、売掛金

が24,863千円減少したことによるものであります。

 

（負債）

当第２四半期会計期間末における負債合計は933,946千円となり、前事業年度末と比較して8,436千円の減少と

なりました。これは主に、未払金が11,421千円減少、１年内返済予定を含む長期借入金が30,012千円減少し、一

方で、賞与引当金が22,764千円増加したことによるものであります。

 

（純資産）

当第２四半期会計期間末における純資産合計は1,573,550千円となり、前事業年度末と比較して77,023千円の

増加となりました。これは主に、利益剰余金が70,705千円増加、新株予約権の行使により資本金及び資本準備金

がそれぞれ3,205千円増加したことによるものであります。

 

(3) キャッシュ・フローの状況

当第２四半期累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、前事業年度末に比べて62,719千

円増加し、1,486,493千円となりました。当事業年度における各キャッシュ・フローの状況とそれらの変動要因は

次のとおりです。

 

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果得られた資金は、218,595千円となりました。

これは主に、税引前四半期純利益の計上額255,054千円、賞与引当金の増加額22,764千円、売上債権の減少額

24,863千円等によるキャッシュ・フローの増加と、法人税等の支払額81,186千円等によるキャッシュ・フローの

減少によるものであります。

 

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果支出した資金は、21,299千円となりました。

これは主に、敷金及び保証金の差入による支出5,130千円、保険積立金の積立による支出12,757千円等による

キャッシュ・フローの減少によるものであります。

 

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果支出した資金は、134,576千円となりました。

これは主に、１年内返済予定を含む長期借入金の返済による支出30,012千円、配当金の支払額103,618千円等

によるキャッシュ・フローの減少によるものであります。
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(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期累計期間において、当社が対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(5) 研究開発活動

当第２四半期累計期間における研究開発活動の金額は、2,200千円であります。

なお、当第２四半期累計期間において、当社の研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 6,996,000

計 6,996,000

（注）　平成30年２月13日開催の取締役会決議に基づき、平成30年４月１日付で株式分割に伴う定款変更を行ったこと

により、発行可能株式総数は6,996,000株増加し、13,992,000株となっております。

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成30年３月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成30年５月14日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 2,101,600 4,203,600

東京証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）

完全議決権株式であ

り、権利内容に何ら

制限の無い当社の標

準となる株式であり

ます。なお、単元株

式数は100株であり

ます。

計 2,101,600 4,203,600 － －

（注）１．平成30年４月１日付で１株につき２株の株式分割を実施したこと、及び新株予約権の行使に伴い、発行済株

式総数は2,102,000株増加し、4,203,600株となっております。

２．「提出日現在発行数」欄には、平成30年５月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使によ

り発行された株式数は含まれておりません。

 

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金
増減額

（千円）

資本準備金
残高

（千円）

平成30年１月１日～

平成30年３月31日

（注）

2,600 2,101,600 443 411,037 443 267,437

（注）１．新株予約権の行使による増加であります。

２．平成30年４月１日付をもって１株を２株に株式分割し、発行済株式総数が2,101,600株増加しております。

３．平成30年４月１日から平成30年４月30日までの間に、新株予約権の行使により、発行済株式総数が400株、

資本金及び資本準備金がそれぞれ34千円増加しております。
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（６）【大株主の状況】

  平成30年３月31日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

株式会社オーディーシー 埼玉県さいたま市浦和区本太一丁目31番18号 900 42.82

ニーズウェル従業員持株会 東京都新宿区富久町13番15号 203 9.68

佐　藤　辰　弥 東京都豊島区 123 5.86

橋　本　美奈子 埼玉県さいたま市南区 123 5.86

佐　藤　みどり 埼玉県さいたま市浦和区 80 3.82

木　村　ひろみ 東京都新宿区 70 3.34

日本証券金融株式会社 東京都中央区日本橋茅場町１丁目２番10号 21 1.04

外　池　栄一郎 東京都千代田区 21 1.03

百　武　耐　治 神奈川県横浜市泉区 20 0.96

株式会社企画工学研究所
東京都千代田区神田佐久間町三丁目19番地１

ローヤルシティ神田佐久間町302号
19 0.93

計 － 1,583 75.35

（注）　平成30年４月１日付で普通株式１株につき２株の割合で株式分割を行っておりますが、上記所有株式数につい

ては、当該株式分割前の所有株式数を記載しております。
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（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

平成30年３月31日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） － － －

完全議決権株式（その他） 普通株式　2,101,100 21,011

完全議決権株式であり、

権利内容に何ら制限のな

い当社における標準とな

る株式であります。

なお、単元株式数は100

株であります。

単元未満株式 普通株式　　　　500 －
１単元（100株）未満の

株式

発行済株式総数 2,101,600 － －

総株主の議決権 － 21,011 －

（注）１．「単元未満株式」には、当社所有の自己株式30株が含まれております。

２．平成30年４月１日付で普通株式１株につき２株の割合をもって株式分割を行っておりますが、上記は株式分

割前の株式数にて記載しております。

 

②【自己株式等】

該当事項はありません。

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について

　当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号）に基づいて作成しております。

　なお、当四半期報告書は、第２四半期に係る最初に提出する四半期報告書であるため、前年同四半期との対比は

行っておりません。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期会計期間（平成30年１月１日から平成30

年３月31日まで）及び第２四半期累計期間（平成29年10月１日から平成30年３月31日まで）に係る四半期財務諸表に

ついて、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。

 

３．四半期連結財務諸表について

　当社は子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】

（１）【四半期貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前事業年度

(平成29年９月30日)
当第２四半期会計期間
(平成30年３月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,543,957 1,606,677

売掛金 663,572 638,709

仕掛品 637 210

貯蔵品 515 －

前払費用 23,847 28,943

繰延税金資産 102,515 111,565

その他 1,599 2,165

貸倒引当金 △4,537 △4,038

流動資産合計 2,332,108 2,384,233

固定資産   

有形固定資産   

建物 10,547 10,547

減価償却累計額 △5,236 △5,548

建物（純額） 5,310 4,999

器具及び備品 32,355 32,558

減価償却累計額 △23,040 △25,080

器具及び備品（純額） 9,315 7,478

有形固定資産合計 14,625 12,477

無形固定資産   

ソフトウエア 9,211 7,423

ソフトウエア仮勘定 － 2,940

その他 148 148

無形固定資産合計 9,360 10,512

投資その他の資産   

出資金 － 5

長期前払費用 33 24

敷金及び保証金 18,994 23,698

保険積立金 63,789 76,546

投資その他の資産合計 82,816 100,274

固定資産合計 106,802 123,263

資産合計 2,438,910 2,507,497
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  （単位：千円）

 
前事業年度

(平成29年９月30日)
当第２四半期会計期間
(平成30年３月31日)

負債の部   

流動負債   

買掛金 167,744 171,468

1年内返済予定の長期借入金 60,024 60,024

未払金 167,794 156,372

未払法人税等 99,128 105,611

未払消費税等 72,954 72,427

前受金 579 155

預り金 66,374 63,112

賞与引当金 262,884 285,648

役員賞与引当金 － 4,240

流動負債合計 897,484 919,060

固定負債   

長期借入金 44,898 14,886

固定負債合計 44,898 14,886

負債合計 942,382 933,946

純資産の部   

株主資本   

資本金 407,832 411,037

資本剰余金   

資本準備金 264,232 267,437

資本剰余金合計 264,232 267,437

利益剰余金   

利益準備金 783 783

その他利益剰余金   

繰越利益剰余金 823,680 894,385

利益剰余金合計 824,463 895,168

自己株式 － △93

株主資本合計 1,496,527 1,573,550

純資産合計 1,496,527 1,573,550

負債純資産合計 2,438,910 2,507,497
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（２）【四半期損益計算書】

【第２四半期累計期間】

 （単位：千円）

 
 当第２四半期累計期間
(自　平成29年10月１日
　至　平成30年３月31日)

売上高 2,470,703

売上原価 1,902,816

売上総利益 567,887

販売費及び一般管理費 ※ 312,478

営業利益 255,408

営業外収益  

受取利息 9

保険解約返戻金 457

営業外収益合計 466

営業外費用  

支払利息 647

株式交付費 150

雑損失 23

営業外費用合計 820

経常利益 255,054

税引前四半期純利益 255,054

法人税、住民税及び事業税 89,259

法人税等調整額 △9,050

法人税等合計 80,209

四半期純利益 174,845
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（３）【四半期キャッシュ・フロー計算書】

 （単位：千円）

 
 当第２四半期累計期間
(自　平成29年10月１日
　至　平成30年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー  

税引前四半期純利益 255,054

減価償却費 4,140

敷金及び保証金の増減額（△は増加） 376

長期前払費用償却額 8

貸倒引当金の増減額（△は減少） △498

賞与引当金の増減額（△は減少） 22,764

役員賞与引当金の増減額（△は減少） 4,240

受取利息及び受取配当金 △9

支払利息 647

保険解約返戻金 △457

株式交付費 150

売上債権の増減額（△は増加） 24,863

たな卸資産の増減額（△は増加） 942

その他の流動資産の増減額（△は増加） △5,721

仕入債務の増減額（△は減少） 3,723

未払消費税等の増減額（△は減少） △527

その他の流動負債の増減額（△は減少） △9,793

小計 299,903

利息及び配当金の受取額 9

利息の支払額 △588

法人税等の支払額 △81,186

保険解約返戻金の受取額 457

営業活動によるキャッシュ・フロー 218,595

投資活動によるキャッシュ・フロー  

定期預金の預入による支出 △10,183

定期預金の払戻による収入 10,182

定期積金の預入による支出 △132,000

定期積金の払戻による収入 132,000

有形固定資産の取得による支出 △515

無形固定資産の取得による支出 △2,940

出資金の払込による支出 △5

敷金及び保証金の差入による支出 △5,130

敷金及び保証金の回収による収入 49

保険積立金の積立による支出 △12,757

投資活動によるキャッシュ・フロー △21,299

財務活動によるキャッシュ・フロー  

長期借入金の返済による支出 △30,012

株式の発行による収入 5,210

株式公開費用の支出 △6,064

自己株式の取得による支出 △93

配当金の支払額 △103,618

財務活動によるキャッシュ・フロー △134,576

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 62,719

現金及び現金同等物の期首残高 1,423,774

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 1,486,493
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【注記事項】

（四半期損益計算書関係）

※ 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
　当第２四半期累計期間
（自 平成29年10月１日

　　至 平成30年３月31日）

賞与引当金繰入額 15,934千円

役員賞与引当金繰入額 4,240

 

 

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

※ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は次のとおり

であります。

 
当第２四半期累計期間

（自 平成29年10月１日
至 平成30年３月31日）

現金及び預金勘定 1,606,677千円

預入期間が３か月を超える定期預金 120,183

現金及び現金同等物 1,486,493

 

（株主資本等関係）

当第２四半期累計期間（自　平成29年10月１日　至　平成30年３月31日）

配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成29年12月27日

定時株主総会
普通株式 104,140 50 平成29年９月30日 平成29年12月28日 利益剰余金

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

　当社は、ソフトウエア開発を中心とした情報サービス事業並びにこれらの付帯業務の単一セグメントのた

め、記載を省略しております。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎

は、以下のとおりであります。

 
当第２四半期累計期間

（自　平成29年10月１日
至　平成30年３月31日）

(1) １株当たり四半期純利益金額 41円69銭

（算定上の基礎）  

四半期純利益金額（千円） 174,845

普通株主に帰属しない金額（千円） －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 174,845

普通株式の期中平均株式数（千株） 4,193

  

(2) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 40円86銭

（算定上の基礎）  

四半期純利益調整額（千円） －

普通株式増加数（千株） 85

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株

式で、前事業年度末から重要な変動があったものの

概要

－

（注）当社は、平成30年４月１日付で普通株式１株につき２株の割合で株式分割を行っております。当事業年度の

期首に当該株式分割が行われたと仮定して、１株当たり四半期純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり四

半期純利益金額を算定しております。
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（重要な後発事象）

（株式分割及び株式分割に伴う定款の一部変更）

当社は、平成30年２月13日開催の取締役会決議に基づき、平成30年４月１日付で株式分割及び株式分割に伴

う定款の一部変更を行っております。

 

(1) 株式分割の目的

投資単位当たりの金額を引き下げることにより、当社株式の流動性の向上と投資家層の拡大を図ること

を目的としております。

 

(2) 株式分割の概要

①　分割の方法

平成30年３月31日（実質上３月30日）を基準として、同日最終の株主名簿に記載又は記録された株主

の保有する普通株式を、１株につき２株の割合をもって分割いたしました。

 

②　分割により増加する株式数

株式分割前の発行済株式総数　　　　　　2,101,600株

今回の分割により増加する株式数　　　　2,101,600株

株式分割後の発行済株式総数　　　　　　4,203,200株

株式分割後の発行可能株式総数　　　　 13,992,000株

 

③　分割の日程

基準日公告日　　　平成30年２月23日

基準日　　　　　　平成30年３月31日（実質上３月30日）

効力発生日　　　　平成30年４月１日

 

④　１株当たり情報に及ぼす影響

当該株式分割による影響については、「１株当たり情報」に記載しております。

 

(3) 株式分割に伴う定款の一部変更

①　変更の理由

今回の株式分割に伴い、会社法第184条第２項の規定に基づき、平成30年４月１日をもって、当社定

款第５条の発行可能株式総数を変更いたしました。

 

②　定款変更の内容

変更の内容は以下のとおりです。

（下線は変更箇所を示しております。）

変更前定款 変更後定款

（発行可能株式総数）

第５条　当会社の発行可能株式総数は、699万6000株と

する。

（発行可能株式総数）

第５条　当会社の発行可能株式総数は1399万2000株とす

る。

 

③　定款変更の日程

効力発生日　　　平成30年４月１日
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(4) その他

①　資本金の額の変更

上記の株式分割に際して、資本金の額の変更はありません。

 

②　新株予約権の行使価額の調整

今回の株式分割に伴い、発行している新株予約権の１株当たりの行使価額を平成30年４月１日以降、

以下のとおり調整いたしました。

新株予約権の名称 調整前行使価額 調整後行使価額

第４回新株予約権

（平成27年６月３日臨時株主総会決議及び取締役会決議）
341円 171円
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２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

 平成30年５月14日

株式会社ニーズウェル

 取締役会　御中 

 

 有限責任 あずさ監査法人  

 

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 山　本　健太郎　　印

 

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 髙　木　　　修　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ニーズ

ウェルの平成29年10月１日から平成30年９月30日までの第32期事業年度の第２四半期会計期間（平成30年１月１日から平

成30年３月31日まで）及び第２四半期累計期間（平成29年10月１日から平成30年３月31日まで）に係る四半期財務諸表、

すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書、四半期キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを

行った。

 

四半期財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表を

作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適正に

表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する結論

を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四

半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められ

る四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ニーズウェルの平成30年３月31日現在の財政状態並びに同日をもって

終了する第２四半期累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべ

ての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

　（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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